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す
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叉
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仁
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狭
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。
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憶
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仁
中
止
咋
け
れ
て
居
ら
ぬ
。
コ
う
し
一
ぷ
る
に
鷲
ら
し
む
る
の
で
あ
る
。
此
の
如
く
興
脊
悦
が
悩
阿

て
す
怒
V
中
編

ω
統
強
作
用
其

oeの
も
止
ん
で
底
ら
ぬ
。
一
ま
っ
て
腐
る
の
ゆ
い
に
う
い
ふ
津
で
あ
る

pι
い
ふ
に
ふ
乙

0

0

O

G

-

γ

0

0

0

0

3

3

0

N

u

o

o

-

-

大
出
此
の
統
崎
作
用
は
受
動
的
に
行
は
れ
、
陳
列
官
、
的
中
枢
十
は
紳
経
の
動
皐
的
交
瓦
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瓜
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。
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ゃ
っ
リ
ユ

1
ル
マ

y
し
ゃ
っ
ハ
イ
デ
ン
ハ
イ
ン
し
ゃ
多
〈
な
か
っ
花
の
で
あ
る
U

幾
多
の
興
味
占
め
る
事
貨
は

ー
バ
ル

Y
I
し
等
乞
じ
て
之
乞
行
ふ
に
一
企
ら
し
め
北
の
で
幾
多
の
J

書
籍
と
な
っ
て
俄
国
に
於
て
判
例
隠
れ
花
と
は
い

あ
る
o
之
d
tり
し
て
い
泡
時
に
及
ん
で
は
催
限
状
総
I
C
い
ふ
一
へ
、
し
が
ば
そ
れ
等
の
本
質
に
於
て
は
、
執
れ
唱
同
一
事
項

も
の
が
紳
総
病
現
段
ゅ
の
一
部
之
な
る
に
澄
つ
食
の
で
あ
一
を
繰
返
し
文
の
に
滋
ぢ
な
か
っ
大
。
備
叉
此
容
の
現
象
右

、
、
、
、
-
、
、
、
、
ー
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
円

る
。
今
一
や
時
示
』
ζ

催
眠
と
い
ふ
替
の
は
有
放
な
治
療
法

ι一
説
明
す
る
に
就
て
の
一
般
の
必
恕
的
著
眼
鮎
昔
、
伽
慨
し
・
〈

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
ー
、
{

認
め
ら
れ
、
っ
ヒ
ス
テ
リ
ー
し
設
に
其
の
他
の
病
的
衝
動
に
一
千
億
来
の
能
力
説
必
泌
総
ず
設
に
推
想
的
必
迎
殿
場
の
餓
閣
外
に

、、・
1

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
.
~

溺
ず
る
所
の
疾
患
仁
趨
用
3
れ
る
仁
歪
つ
化
。
併
し
必
溜
一
出
づ
る
事
は
出
来
な
か
っ
た
。
大
N

お
そ
れ
だ
滋
戚
と
が
そ

率
的
観
察
や
そ
の
結
附
加
を
説
明
す
る
事
綜
は
、
よ
し
幾
多
一
の
他
の
迷
却
に
mmら
な
か
っ
北
の
を
、
も
フ
け
の
・
世
?
と
す

の
有
銭
な
鮪
を
有
し
て
居
つ
文
と
は
い
ヘ
命
ほ
第
二
位
に
…
る
計
ム
ツ
で
あ
る
o

a

e

s

伎
が
れ
、

3
う
し
て
叉
よ
し
深
〈
一
研
究
3
制
作
お
に
し
古
川
一
・
第
五
、
倒
閣
仁
於
け
る
催
眠
研
究
の
二
被

が
1

時
々
は
個
々
比
・
庁
、
党
る
論
究
と
な
る
に
過
ぎ
な
が
っ
校
。
之
一
倣
闘
の
催
眠
研
究
に
於
て
は
一
一
波
の
あ
ふ
事
吃
忘
れ
だ

一
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E

に
反
し
て
倒
閣
に
一
於
て
は
、
催
眠
や
脈
滋
や
叉
之
に
類
す
一
は
な
ら
ぬ
。
ニ
波
と
は
、
一
以
巴
里
波
と
い
ふ
唱
の
で
あ
っ

一
0

0

0
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0

0

る
状
態
杯
は
熱
必
に
併
究
活
・
れ
v
t
0
3う
じ
て
之
宮
研
究
一
て
、
一
は
っ
ナ
ン
ジ
!
し
波
と
稽
ず
る
も
の
で
あ
る
O

也

し
、
父
母
の
は
留
に
粉
紳
病
皐
訴
の
み
で
な
く
、
多
く
の
必
一
虫
採
と
は
主
と
し
て
つ
ジ
ヤ

ty--し
氏
に
よ
ら
創
め
ら

O
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0

0

0
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理
組
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者
追
加
は
っ
て
印
刷
た
。
此
の
如
く
あ
る
の
結
果
と
し
一
れ
た
唱
の
で
あ
っ
て
、
之
に
於
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は
外
界
の
純
然
大
る
生
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ぐ
、
倒
閣
に
於
て
は
催
眠
必
班
路
J
J・費時制
vω
班
感
!
ζ

は
同
一
一
想
的
影
響
、
例
へ
ば
顔
を
そ
ろ
ノ
4
¥撫
で
る
と
い
か
棋
な

。
。
。
。
‘
0

0

0

一
議
の
者
と
仰
併
せ
ら
れ
る
仁
去
っ
大
。
コ
れ
ど
一
世
人
を
以
“
事
に
重
金
を
能
く
。
ズ
』
れ
と
叉
他
方
に
於
て
は
mm
い
磁
気

'
て
見
れ
ば
ぺ
不
安
'
に

q
此
椀
究
、
が
必
恕
風
?
に
郵
し
〈
山
県
ヘ

i
い
い
ふ
や
ラ
な
不
芯
議
の
影
響
を
以
て
催
脱
を
な
さ
し
む

た
紡
巣
は
、
そ
れ
が
匁
に
投
3
れ
セ
労
力
に
相
脅
す
る
税
る
章
一
一
裂
な
依
件
と
認
め
、

3
う
し
て
此
催
眠
欣
態
を
ば
病
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殺
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日

倒

的
の
屯
の
と
認
め
る
の
で
あ
っ
て
、
包
長
の
欝
師
な
ど
拡
貨
と
関
脇
せ
し
む
る
防
に
あ
る

0
3
れ

f
錦
測
の
科
俸
制

乏
を
病
人
、

ζ

と
に
寸
t
x
デ

1
1
し
の
惜
の
に
趨
帰
す
る
催
賊
事
者
、
例
へ
ば
っ
.
Y
ヤ
ル
ゴ
ー
し
ゃ
「
パ
ル
シ
ハ
イ
ム
し

の
で
あ
み
o
之
に
反
し
て
つ
十
月
y
v
i
し
振
の
主
な
る
代
d

u

ゃ
っ
プ
ホ
心
ル
L

や
つ
が
/
オ
グ
ト
し
の
諸
国
ん
は
決
し
て
議

表
者
妹
三
ル
Y
A
-
-
サ
ム
し
丸
一
で
あ
げ
ゆ
が
、
之
に
於
て
体
一
一
関
無
稽
仁
一
倍
吋

jtや
う
な
事
は
な
か
っ
大
が
〕
其
伝
来
者
批
評

暗
示
と
い
ふ
も
の
を
以
い
て
催
眠
を
な

3
し
h
U
7る
愛
援
な
動
一
は
斗
ナ
ン
V
I
L
・
仮
に
せ
よ
巴
虫
訴
に
せ
よ
令
メ
ス
メ
ヅ

カ
と
認
め
九
郎
ー
し
て
此
の
他
の
外
務
的
影
響
、
例
ヘ
ば
平
等
…

λ

ト
仁
や
動
物
磁
気
の
格
銃
殺
の
口
に
せ
し
迷
信
的
孤
念

一
様
な
印
象
ぶ
凝
せ
ん
ひ
ぶ
客
"
は
単
に
補
助
的
の
手
段
と
一
を
有
す
ゐ
所
の
紳
議
術
か
ら
、
会
一
然
脱
却
寸
る
事
必
出
来

、
、
、
.
、
為
、
ー
、
、
、
『

認
め
ぺ
乙
れ
等
は
時
示
、
を
待
ヴ
ナ
始
め
て
数
回
不
を
生
・
ず
る
一
な
か
っ
文
ο
援
す
る
に
催
眠
術
の
賀
際
的
簡
略
的
数
泉
川
桝

、
首
、
、
、
-
、
、
、
、
、
、
、
v

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

1

ゐ

ー

ヘ

河

が
も
の
と
認
め
る
の
で
あ
る
o
彼
等
に
取
っ
て
は
、
催
眠
な
る
一
決
心
ぺ
否
認
す
る
事
は
出
来
ぬ
が

λ
3
6辿
之
以
況
説
今

、
、
、
、
~
2
、
、
、
、
、

a

、
、
、
、
、
、
、
、
、

-
4

、
、
、
、
〉
、

v

、f

、.、ー、，、
J

、
.a

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

治
め
は
花
伝
其
の
異
常
極
端
な
場
合
一
に
於
て
ζ
そ
病
的
品
川
一
の
必
迎
撃
工
濁
し
て
幾
多
の
迷
総
を
投
入
し
支
の
で
あ

、11
、
-
、
句
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
‘
，
、
、
、
、
、
、
ν

、

態寸で
4

あ
あ
る
が
、
誕
他
の
場
A令
別
に
於
て
叶
紘
帆
芯
ラ
沿
穆
い
い
一
の
の
で
一
プ
マ
るρ幻
d悼

仁かかか伊伊
rぷか峠か
ο
-剖
剖
も
彼
等
凶
肱μ
…
方

ι弧般般以叫‘イて~は之
bを佐ιι『γE比ι

粉
将
な
意
織
斡
霊
b爪必U
一一麟織仇必必仰心

l

何何仰4
芯d渇
勺
の
な
γるるゆゆ「か
ι右ι説
明
し
よ
う
と
す
る
事
で
ゐ
る
ゆ

減減.象象亡ゐ類訓似帆しし
g

て
て
惚
活
荊
る
弘

2め之
認
認
、
め
そ
、
仙
紬
澗
方
才
，
に
於
て
は
滅
し
潜
一
北
の
如
念
怠
一
希
希
希
.
凶
誌
に
濁
し
て
川
私
、
催
眠
説
象
や
ま
椀
究
な

し
り
勺
燦
々
之
を
行
ふ
な
ら
ば
如
何
な
ん
大
宅
之
に
際
ら
ぬ
…
ど
政
資
拡
利
得
の
数
叩
取
を
省
輿
へ
な
か
づ
大
の
で
あ
あ
。
一
一

、川、.、，、、
A

，
y

h

、

〈

唱
の
以
な
い
ま
認
め
る
の
で
あ
ふ
。
濁
逃
に
於
て
は
滋
常
一
動
物
磁
気
読
を
来
下
る
者
拡
)
催
眠
現
象
を
以
J
v

之

輔

、s

、
-
、
、
‘
、
'
魚
、
、

J

、
、
、
・
河
川
、
J

、J

、

〈

此
の

1

ナ
ン

V
I
L

・
泌
が
勢
力
を
有
し
て
漏
る
ペ
ナ
ン

γ
一
の
紳
秘
的
自
然
カ
の
殺
す
所
と
な
し
、
一

3091JUfて
品
川
の
榊

j
し
採
の
良
好
啄
紡
は
、
之
が
催
賦
現
象
そ
視
察
す
る
に
就

d

秘
的
自
然
カ
そ
荷
ず
る
は
V

の
拡
喰
だ
中
綿
蝶
介
者
之
翻
す
，

て
常
に
統
一
的
の
著
限
鮎
へ
・
暗
示
の
や
う
な
)
を
興
、
ヘ
、
ふ
一
定
の

λ
に
限
ら
れ
、
若
く
は
主
と
し
て
京
ラ
で
あ
る

コ
う
し
て
此
の
現
象
を
ば
常
に
生
別
的
事
責
・
や
必
理
的
事
と
認
め
る
。
通
常
彼
等
拡
彼
定
し
て
い
ふ
の
仁
ゐ
此
媒
品
川
者
一
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. 

。。、
0

0

0

0

0

0

つ

0

0

、
0

0

0

0

0

0

0

0

0

3

0

が
他
の
人
に
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の
意
・
古
川
当
ヘ
訓
仰
せ
ば
、
催
慨
を
せ
し
り
る
に
十
分
で
あ
る
の
中
止
と
い
ふ
現
象
で
あ
る
。
之
け
い
が
の
コ
ヲ
デ

ν
川

tι
。
併
し
奇
人
を
以
ズ
見
る
と
、
此
ー
の
!
如
告
仮
定
拡
何
等
の

J
f
y
L
t
が
既
に
行
つ
、
北
方
法
で
あ
る
。
彼
れ
は
想
像
し
柁

、
、
、
、
、
、
、
、
、
号
、
，
、
、
、
、
、
、
、
、
、

数
架
道
な
い
。
何
と
な
れ
ば
何
人
と
雌
名
右
の
中
間
媒
介
の

k
-
催
眠
中
に
於
て
は
大
脳
の
成
貨
の
官
能
は
中
止
す

「
、
.
、
、
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、
、
、
、
、
、
，
、
、
、
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、
、
、
、
、
、
、
、

者
仁
な
る
惑
が
出
来
る
し
、

3
う
し
て
始
め
に
迩
動
を
剣
一
る
の
に
人
下
等
中
編
邸
も
四
回
線
機
や
腕
紳
総
床
況
と
は
誕

~
、
、
、
、
、
、
、
、
、

明
、
に
純
一
部

L
i命
令
を
輿
ヘ
J
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毅
念

3
ヘ
す
れ
ば
、
模
倣
慾
一
の
作
用
を
縫
総
す
る
と
。
か
く
て
彼
れ
は
務
や
模
倣
鰐
動

、
、
、
、
、

動
を
な
ヌ
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し
む
る
事
が
出
来
ゐ
か
ら
で
あ
る
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・
従
来
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ら
一
や
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動
的
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令
行
・
潟
な
ど
が
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司
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叉
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令
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、
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於
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於
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懇
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狩
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仁
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し
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催
蹴
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に
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る
ま
一
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を
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3
う
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0
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催
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。
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川
水

d
u
Mい
い
h

之
と
一
致
す
る
の
で
あ
い
J
0
1

了
ι
認
め
ね
ば
な
ら
ぬ
。
叉
此
の
如
を
原
国
に
加
へ
て
べ
紳
終

第
六
パ
催
眠
鋭
象
の
科
態
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れ
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催
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